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２．地域・産学連携の可能性

　この研究は、農林水産省農林水産業・食品産業科学
技術研究推進事業の下、国立研究開発法人森林総合研
究所、奈良県森林技術センター、ニチレキ株式会社、
（有）地域資源活用研究所と共同実施しています。
　通常の木チップ舗装材では、剥がれ、分解、コケ・雑
草の侵入が進み、５・６年で耐用年数を迎えます。一
方、半炭化チップを用いた舗装材では剥がれや腐朽が
少なくなることが実証試験より明らかになっており、
現在、耐用年数20年を目標として、最適な製造条件を
追及しています。
　また、木材のカスケード利用推進という観点から、
使用後の舗装材を燃料として利用するサーマルリサイ
クルや燃焼後に残る灰を再び舗装材の材料とするマテ
リアルリサイクルの方法も同時に開発しています。
　地域内未利用木材の土木・エネルギー分野への新用
途として普及を図りたく、遊歩道や駐車場の舗装材と
して、導入にご協力いただけましたら幸いです。

１．研究内容

　「半炭化」とは木材を250～300℃で加熱する処理
のことをいいます。この処理を行うと物質重量当たり
の発熱量が2～3割向上するとあって、これまでバイオ
マス発電への利用を目的に研究開発を行ってきまし
た。本研究は、この処理によってもたらされる「疎水
性・耐腐性の向上」という他の特性に着目し、「舗装
材」の骨材として利用する方法を開発しています。木
材を骨材とする舗装材はこれまでにもありましたが、
使用木材を半炭化処理することにより耐久性のある木
質舗装が可能になります。アスファルト乳剤と混合
し、常温でも施工が可能な高耐久型のアスファルト木
質舗装材の開発を目指しています。
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